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１ 概括 

 
今年度は、まず建物の老朽化が問題になっていた仲町ハウスについて、新しく物件を借

りることが出来たため、引っ越しを行った。それにより、仲町ハウスを廃止し、新規に川

間ハウスを開設、その際に定員も減らしたため総数が９０名となった。 

次に工事関係では、今年度中が設置義務期限となっていたスプリンクラーの設置工事に

ついて、矢指ハウス、東足洗ハウス、萩園ハウスの３箇所に設置し、対象ホームについて

は全て整備することが出来た。ただ、利用者の安全を考えた時には、設置が必要ないホー

ムでもあった方が安心なため、今後も必要に応じて整備を検討していきたい。また、若衆

内ハウスの屋根外壁等修繕工事も行った。こちらに関しては無事に終えることが出来たが、

その際に浄化槽に関しても交換移設工事が必要な事がわかったため、来年度に計画してい

きたい。 

その他のこととしては、やはり人材不足に悩まされた１年であった。この課題は、社会

全体の問題であると共に、今後は益々厳しくなっていくことが予測されるため、法人全体

や他事業所とも情報共有しながら検討していきたい。 

 

２ 施設（事業所）所在地 千葉県旭市野中４０１７ 

 

３ 施設（事業所）開設年月日 平成１８年１０月１日 

 

４ 沿革  

 
１９９６年（平成８年）  ４月 １日 福祉ホーム野中ハイツ開設 定員１０名 

１９９７年（平成９年）  １月２３日 若衆内ハウス開設 定員１５名 

２００３年（平成１５年） ４月 １日 横大道ハウス開設 定員２１名 

２００４年（平成１６年）１０月 １日 中川ハウス開設 定員２５名 

２００４年（平成１６年）１１月 １日 萩園ハウス開設 定員２９名 

２００５年（平成１７年） ５月 １日 東足洗ハウス開設 定員３４名 

２００５年（平成１７年） ９月 １日 立野ハウス開設 定員３８名 

２００６年（平成１８年） ４月 １日 グループホーム支援室開設 

２００６年（平成１８年）１０月 １日 ケアホーム旭・グループホーム旭事業所指定 

                   共同生活介護・共同生活援助事業開始 

野中ハイツ 福祉ホームからグループホーム 

に変更 

                   東町ハウス開設 定員４４名 

２００７年（平成１９年） ４月 １日 大割ハウス開設 定員４９名 

２００７年（平成１９年） ７月 １日 グループホーム支援センター開設 

                   荒井 隆一が所長となる 

２００７年（平成１９年） ８月 １日 対馬ハウス開設 定員５３名 

２００８年（平成２０年） ３月 １日 下立ハウス開設 定員５８名 

２００８年（平成２０年） ７月 １日 東町ハウス転居 広原ハウスに改名 

２００９年（平成２１年） ４月 １日 野中ハイツ定員１０名から、野中ハイツⅠ定員

５名・野中ハイツⅡ定員５名に変更。 

２００９年（平成２１年） ９月 １日 生沼ハウス開設 定員６１名 
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２０１１年（平成２３年） ６月 １日 矢指ハウス開設 定員６５名 

震災に伴い立野ハウス転居（廃止） 

   西足洗ハウス開設  

２０１２年（平成２４年） １月 １日 小割ハウス開設 定員６７名 

２０１２年（平成２４年） ２月 １日 仲町ハウス開設 定員７２名 

２０１２年（平成２４年） ５月 ７日 下立ハウス 震災による修繕工事完了 

２０１２年（平成２４年） ６月 ７日 野中ハイツ 震災による修繕工事完了 

２０１２年（平成２４年）１１月 ５日 若衆内ハウス 世話人室・喫煙室増設 

２０１４年（平成２６年） ３月２７日 中川ハウス・対馬ハウス・東足洗ハウス・ 

萩園ハウス 自動火災報知設備設置 

２０１４年（平成２６年） ３月３１日 下立ハウス スプリンクラー設備整備 

２０１４年（平成２６年） ４月 １日 折戸ハウスⅠ開設 定員７７名 

２０１４年（平成２６年） ４月 １日 折戸ハウスⅡ開設 定員８２名 

２０１４年（平成２６年） ７月１６日 横大道ハウス定員６名から定員７名に変更  

定員８３名 

２０１５年（平成２７年） ２月 １日 横大道ハウス定員７名から定員６名に変更 

                   定員８２名 

２０１５年（平成２７年） ２月 １日 折戸ハウスⅠ定員５名から定員６名に変更 

                   定員８３名 

２０１６年（平成２８年） ７月 １日 仲才ハウス開設 定員９２名 

２０１７年（平成２９年） ３月３１日 横大道ハウス・中川ハウス・対馬ハウス 

                   スプリンクラー設備整備 

２０１７年（平成２９年） ５月 １日 仲町ハウス廃止 

                   川間ハウス開設 定員９０名 

２０１８年（平成３０年） ２月２２日 萩園ハウス・東足洗ハウス・矢指ハウス 

                   スプリンクラー設備整備 

 

５ 実施事業及び利用者数  
 

５－１ 障害者総合支援法による指定事業  

（１）共同生活援助事業（介護サービス包括型） 

（定員９０名、平成３０年３月３１日現在の利用者数：８７人） 

ア 野中ハイツⅠ（定員男性５人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中３６２２－２ 

イ 野中ハイツⅡ（定員女性５人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市野中３６２２－２ 

ウ 若衆内ハウス（定員男性５人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市ニ３５００－１１ 

エ 横大道ハウス（定員男性６人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：６人） 

  千葉県旭市三川横大道７５４２－２ 

オ 中川ハウス（定員男性４人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県野中４０７０－２ 

カ 萩園ハウス（定員女性４人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市萩園１２５０－４ 

キ 東足洗ハウス（定員男性５人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市東足洗２２７７－１ 

ク 西足洗ハウス（定員男性４人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：３人） 

  千葉県旭市西足洗５６２－５６ 
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ケ 広原ハウス（定員男性６人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：６人） 

  千葉県旭市野中４０７５－４ 

コ 大割ハウス（定員女性５人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中３８１１ 

サ 対馬ハウス（定員４人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市野中４０７０－２ 

シ 下立ハウス（定員男性５人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中３６２５－１ 

ス 生沼ハウス（定員女性３人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：３人） 

  千葉県旭市イ１６９４－８ 

セ 矢指ハウス（定員４人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市野中３８１１－２ 

ソ 小割ハウス（定員男性２人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：１人） 

  千葉県旭市野中３８５０－６ 

タ 川間ハウス（定員男性３人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：３人） 

  千葉県旭市萩園１８８９ 

チ 折戸ハウスⅠ（定員６人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：６人） 

  千葉県旭市野中３９８５－４ 

ツ 折戸ハウスⅡ（定員５人、平成３０年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中３９８５－４ 

テ 仲才ハウス （定員９名、平成３０年３月３１日現在の利用者数：９人） 

  千葉県旭市二２４９１－１ 

 

６ 職員構成  

 別紙１のとおり（平成３０年３月３１日現在の職員数） 

（平成２９年３月３１日現在の職員数） 

 

７ 組織図  

 別紙２のとおり（平成３０年３月３１日現在の組織図） 

（平成２９年３月３１日現在の組織図） 

 

８ ２９年度重点目標実施報告 

 

８－１ 福祉・医療の情勢や動向を注視しつつ施設・事業所の安定的運営に努めるについ

て 

 

    ア）制度改正など諸情勢を踏まえた施設・事業所の課題と展望について 

     来年度からの報酬改定に関しては、基本報酬も切り下げられるなど、厳しい結果となった。

期待していた新たな累計に関してもうまく活用できそうにないため、現行の中でのやりく

りを再度検討していきたい。ただ、そのような中でも来年度から新たに常勤職員を３名増

やせたことと、内の１名に関しては看護職員を配置できたことは大きいと言える。今後の

利用者の高齢化や重度化への対応を考えて、引き続き組織体制の充実を図っていきたい。 

     

     イ）人材の確保、定着、育成の推進 

      ここ数年、慢性的な人材確保の難しさが続いているが、この１年はより厳しい状況であっ
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た。ただ、来年度は新卒採用も含めて３名の常勤職員が増員となるため、育成と定着に努

めていきたい。また、中間管理職もようやく副主任を置くことが出来たため、事業所内の

業務整理を行いたい。 

                 

     ウ）福祉サービスの一層の充実を目指した施設整備の改善・拡充について 

      建物の老朽化対策として、若衆内ハウスの屋根外壁等改修工事を計画通り行った。 

消防設備整備においては消防法令改正に伴う整備として、昨年度に引き続き、千葉県障害

者グループホーム整備費補助事業による補助を受け、スプリンクラー設備（パッケージ型自

動消火設備）を萩園ハウス、東足洗ハウス、矢指ハウスに整備することができた。また、火

災通報装置及び自動火災報知設備整備を、川間ハウスと横大道ハウスに行い、昨年度から持

ち越しになっていた萩園ハウス他４カ所における既設火災通報装置の連動型への切り替え

工事も完了した。 

次に職員の身体負担を軽減することを目的に、移動用の介護リフトを矢指ハウスの居室に

導入した。 

建物や設備の老朽化対策、職員の身体に係る負担軽減対策については、今後も検討、計画

をしていく。同時に利用者の個々の特性などに対応するための生活環境の見直しを随時行っ

ていきたいと考えている。 

 

エ）堅確な財務規律と内部管理体制の確立について 

社会福祉法改正に伴う財務規律の強化や事業運営の透明性を高めるため、法人本部をは

じめ関係施設、事業所との情報交換を密に行い、適正且つ円滑な会計処理等を行うよう心

掛けた。次年度は報酬改定なども行われるため、無理、無駄を省き、正確かつ健全で安定

した運営が行えるよう、予算管理の体制強化、資金の確保などに努めていきたい。 

 

オ）新規グループホームの開設について 

 建物の老朽化の為、仲町ハウスを廃止、川間ハウスを新規開設し引っ越しを行った。利

用者さん達も初めは環境の変化等、慣れるまでには時間がかかったが、数ヶ月で周りの環

境にも適応できているように感じる。 

 

８－２ 社会福祉法人に求められる課題を踏まえつつ利用者等のサービスの質向上に努め

ることについて 

 

ア）地域医療・福祉への取り組みについて 

 平成２９年度予定されていた聖家族園１名、海上寮療養所１名、在宅２名の利用者が 

新たに入居している。 

 触法障害者への支援については関係機関と協力し、その時の状況に合わせて、ケース会

議で情報を共有し、役割を確認し対応を行っている。 

 医療的ケアや終末期の対応については、今後の高齢化を想定して、喀痰吸引研修や地域

包括ケアを学ぶ研修に職員を参加させ準備を進めている。  

地域福祉を進める中で、「障害のある人が誰もがありのままにその人らしく」生活してい

くために、地域住民とのつながりを大切にし、地域行事への参加や消防団の活動に参加し、

地域の一員としての役割に積極的に取り組み、地域に貢献するように努めた。開かれた事

業所として、夕涼み会やもちつきの開催時には、地域住民や関係機関へ声を掛け多数の方

に参加をして頂けた。 
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  イ）権利擁護、虐待防止、差別解消に向けた取り組みについて 

   虐待防止委員会を継続的に運営し、ヒヤリハットや事故報告書の内容を確認し、再発の

防止に努めた。世話人会議において、虐待防止法のパンフレットを教材に虐待に当たる対

象行為の内容について確認をした。また、袖ヶ浦・養育園の虐待事件の記事を読み直し、

風通しの良い職場環境づくりや虐待を発見した時の通報義務について確認を行った。グル

ープホームの自己点検リストを活用し、グループホーム職員としてふさわしい支援の確認

をした。    

 

ウ）利用者の立場に立った福祉サービスの実施について 

利用者主体の暮らしが行えるように、世話人会議で事業所としての方向性を確認する場

をもっている。利用者の意向を丁寧に聴き取る事は出来てきている。日中活動の過ごし方

については、ケース会議等を開催しながら、必要に応じて変更を行っている。 

意思決定支援については、意思決定支援のガイドラインを活用した研修の機会を設ける

予定であったが、行えていないため来年度の世話人会議で取り入れていく必要がある。 

苦情解決制度活用については、世話人会議等で周知を行った。 

 

エ）自己評価、第三者評価結果に基づく業務改善について 

福祉サービス共通基準の評価において、評価及び総合評価は全てＡであるが、喫食環境

の項目でＢ評価をつける職員が多く、食事を楽しくおいしく食べられる雰囲気作りに課題

が残った。職員行動規範においては、例年同様に「利用者の入浴、衣服の着脱、排泄、生

理等は同性介助を原則とする。」となっているが、男性職員の割合が低く、男性職員の採用

も行なったが、定着しなかった。引き続き来年度の課題となっている。 

 

オ）サービス提供上必要な事項の全体的点検と基本的事項の順守について 

事故・急病時の対応マニュアルを周知しているが、対応力を向上させる訓練は全体では

行えていない。 

業務において法令遵守すべきことについては職員と世話人会議において確認を行ってい

る。 

 

カ）研修体制及び内容の充実について 

 内部研修（ＯＪＴ）に関しては、毎月世話人会議で研修を行った。外部研修（ＯＦＦＪ

Ｔ）の機会については、勤務調整を行うなどして、年間１２回程度の研修に参加をしてい

る。 

 

キ）地域のニーズに合わせたサービスの展開を図るについて 

 今年度も聖家族園や海上寮、在宅などから、それぞれ受け入れを行うことが出来た。新

規開設に関してはしばらく考えていないが、ひとり暮らしや別の暮らしの場所への支援を

見直す事と、それに伴い新たに空きができた時に対しての新規利用支援と言うような現在

の定員数内での循環のあり方を考えていきたい。 
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８－３ 法人の総合的な安全衛生対策の向上について 

ア）法人全体の防災・防犯対策の向上と交通事故防止対策について 

年２回の防災訓練と法人合同防災訓練を実施した。避難訓練の際には、ターポリン担架

の使用、火災報知器を実際に鳴らす等して、実践的な訓練になるように心がけた。 

セコムとは契約継続をしており、防犯シールを貼り防犯対策をしている。消防設備の点

検については、防災設備会社と契約し年２回の点検を行った。 

火災対策として、萩園ハウス・東足洗ハウス・矢指ハウスにスプリンクラーを設置、川

間ハウス・横大道ハウスに火災通報装置・自動火災報知設備を設置した。 

 

イ）利用者等安全対策の向上について 

 職員、利用者の負担軽減を目的として、矢指ハウスの一室に移動用リフトの導入を行っ 

た。 

   また、若衆内ハウス及び大割ハウスの入口について車椅子を使用している方でも利用で

きるよう改装した。 

 

ウ）職員メンタルヘルスとハラスメント対策の向上について 

 職員が孤立化しやすい環境であり、精神状態に不安を感じる職員へは産業医への相談先

があることを周知した。仕事の問題を抱え込む事がないように、関係機関と相談が出来る

体制は作れているため、継続性をもたせられるように来年度も努めて行く必要性がある。 

 

エ）安全運転対策の向上について 

春と秋の全国交通安全週間期間中に旗を設置、６月の交通安全講習の実施、世話人会議

等にて安全運転への注意喚起を年間通して行った。 

年間を通して８件の車両事故があった。対人についての事故はなかったが、日常的に車

を使用しての支援が多いため、日頃から注意喚起を行った。 

 

オ）ＩＴ・情報管理対策の向上について 

ウイルス等の感染対策として、覚えのないアドレスからのメールを開かず破棄するよう

徹底し、ＵＳＢメモリ等の使用制限を法人全体で行った。 

また、利用者の個人情報が外部からの人間にみられないよう、保管場所や保管方法につ

いての確認・徹底を事業所内で行った。 

 

９ その他の報告事項 
 

９－１ 建物に係る修繕及び工事について 

（１） 若衆内ハウス屋根外壁等改修工事について 

 若衆内ハウスの建物について、昭和５５年９月建築後３７年が経過し、屋根や外壁をは

じめ浴室やトイレ、居室等において経年による劣化が認められるため改修工事を計画した。 

 なおこの計画については、工事に係る費用が２５０万を超えることが見込まれたため、

理事会において計画の承認と契約方法に関する諸手続きなどを審議したうえで工事を施工

した。 
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２９．１１．２２ 第２１３回理事会 計画、予定価格、業者選定について 

３０． １．２４ 第２１４回理事会 契約について 

３０． １．２９ 契約（栄豊建設株式会社） 

３０． ３．３１ 完成 

 

工事金額 １２，９６０，０００円（自己資金） 

 当該工事の設計管理業務については、フジ設計と契約を行った。 

２９．１１．１３ 契約 

設計管理料  ５３３，０８８円（自己資金） 

 

（２） 萩園ハウス・東足洗ハウス・矢指ハウススプリンクラー設置工事について 

平成２５年１２月改正消防法施行令のスプリンクラー設備の設置基準改正に伴い、グル

ープホームにおける消防設備設置義務基準（六項（ロ））に該当するホームでは、平成３０

年３月末日までにスプリンクラーを整備することが義務付けられていた。これにより、萩

園ハウス、東足洗ハウス、矢指ハウスにおいて、スプリンクラー設備を整備することとし

た。この計画に伴う契約方法については平成２９年４月施行の改正社会福祉法「社会福祉

法人における入札契約等の取扱について」に基づき、入札は非該当となるところだが、工

事資金について千葉県障害者グループホーム整備費補助金の補助を受けて行うことから、

千葉県から「社会福祉法人の認可等の適正化並びに社会福祉法人及び社会福祉施設に対す

る指導監督の徹底について（Ｈ２９．３．２９）」に記載されている条件が適用されるとの

理由により入札案件となり、理事会において計画の承認と契約方法に関する諸手続きなど

審議を行い、工事を施工した。 

  

２９． ８．３０ 第２１０回理事会 

（萩園ハウス・東足洗ハウス、矢指ハウススプリンクラー整備工事計画について） 

２９． ９．２７ 第２１１回理事会 

（萩園ハウス・東足洗ハウス、矢指ハウススプリンクラー整備契約方法及びスケジュー

ルの変更について） 

２９．１０．１８ 第２１２回理事会 

 （入札参加業者の選定及び矢指ハウスの設置機器の仕様変更について） 

２９．１１．１５ 入札  

２９．１１．２２ 第２１３回理事会 最低制限価格の設定及び入札結果・契約について 

２９．１１．２４ 契約 

（落札者 萩園ハウス・東足洗ハウス・矢指ハウス 有限会社山崎防災設備） 

３０． ２．２２ 設置完了（消防検査） 

 

工事金額 

萩園ハウス  

２，１５８，０００円（平成２９年度障害者グループホーム整備費補助金） 

２，５４５，４００円（自己資金） 

合計 ４，７０３，４００円 

 

東足洗ハウス 

   ２，９０８，０００円（平成２９年度障害者グループホーム整備費補助金） 

２，９０８，８８０円（自己資金） 

合計 ５，８１６，８８０円 
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矢指ハウス  

２，７６６，０００円（平成２９年度障害者グループホーム整備費補助金） 

２，７６６，８４０円（自己資金） 

合計 ５，５３２，８４０円 

 

 当該工事の設計管理業務については、フジ設計と契約を行った。 

２９． ７．２７ 契約 

設計管理料  ６６４，６３２円（自己資金） 

 

（３） 矢指ハウス移動用リフト導入及び修繕工事について 

 職員の介護負担軽減等を目的として、矢指ハウスの居室に移動用リフトを導入した。ま

た、リフト導入に伴い居室の天井部分の補強や壁等において改修を行った。 

 

３０． １．２４ 第２１４回理事会 計画及び契約 

（移動用リフト ３者見積合せ 落札者 パラメディカル株式会社 

 リフト導入に伴う修繕工事 ２者見積合せ 落札者 株式会社伊藤工務店） 

３０． １．２６ 契約（株式会社伊藤工務店） 

３０． １．２９ 契約（パラメディカル株式会社） 

３０． ３．１９ 完了（株式会社伊藤工務店） 

３０． ３．２８ 設置完了（パラメディカル株式会社） 

 

工事金額  

移動用リフト １，７９８，２００円（パラメディカル株式会社） 

４８６，０００円（株式会社伊藤工務店） 

合計     ２，２８４，２００円（自己資金） 

 

（４）川間ハウス防災設備設置工事について 

今年度新規開設した川間ハウスにおける防災設備として、自動火災報知設備と火災通報

装置の設置を行った。 

 

２９． ４． ３ 決裁 

２９． ４． ４ 契約（有限会社山崎防災設備） 

２９． ４．１１ 完了（消防検査） 

 

工事金額  ５４０，０００円（自己資金） 

 

（５）横大道ハウス防災設備設置工事について 

 改正消防法令に従い、今年度の防災に係る設備整備として計画した、横大道ハウスの自

動火災報知設備と火災通報装置の設置を計画通りに行った。 

 

２９． ９．２１ 決裁 

２９． ９．２２ 契約（有限会社山崎防災設備） 

２９．１０．１３ 完了（消防検査） 

 

工事金額  ５８３，２００円（自己資金） 
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１０ １年のあゆみ 

 
２９． ４． １ いちご狩り 

４． ３ 辞令交付式 

６． ３ 安全運転講習会 

６．１５～１６ 全ホーム防災訓練 

７．１７ 夕涼み会 

７．２２～２３ 第１４回日本グループホーム学会・仙台大会 

８．２７ ミュージックフェスティバル 

９． ６ 合同防災訓練 

９．２０～２２ 国サービス管理責任者研修 

９．２４ 第２７回ロザリオ福祉まつり 

１０． ２～１０．１９ 城西国際大学実習生２名（２週間）受け入れ 

１０． ４ 創立記念行事 

１０．１０～１１ 矢指ハウス一泊旅行（静岡県堂ヶ島） 

１０．２３～２４ 大割ハウス一泊旅行（福島県） 

１０．３０～１１．１５ 城西国際大学実習生２名（２週間）受け入れ 

１１． ９～１０ 野中ハイツⅠ一泊旅行（日光） 

１１．１５～１７ 敬愛大学横芝高等学校実習生１名（３日間）受け入れ 

１１．１６ 千葉県監査 

１２． ８ 川間ハウス日帰り旅行（養老渓谷） 

１２． ９ 障害者週間行事 

１２． ９ 千葉県障害者グループホーム大会 

１２．１９～２０ 県サービス管理責任者研修 

１２．２３ もちつき大会 

３０． １． ４ 新年あいさつ会 

１．１０ サービス管理責任者フォローアップ研修（知的分野） 

１．３０ サービス管理責任者フォローアップ研修（精神分野） 

３． ３ 合同研修会 

３．１３～１６ 全ホーム防災訓練 

３．２６～２９ 美作大学実習生５名（４日間）受け入れ 
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Ⅱ 利用者の概要 

 
１ ナザレの家あさひ 

１－１ 利用者の平均年齢 

５６．５歳 

 

１－２ 日中活動の状況 

    就労 ２人、生活介護施設 ２０人、就労継続Ｂ型施設 １９人 

高齢者デイサービス ３人、その他 ４３人 

    移動支援 １７人、行動援護 ２人、重度訪問介護 ３人、身体介護 ２人

 ＊重複あり 

    

１－３ 出身地の状況 

旭市 ２６人、市原市 １人、香取市 ２人、匝瑳市 ６人、山武市 ３人 

千葉市 ４人、銚子市 １６人、東金市 １人、東庄町 ２人、成田市 １人 

船橋市 ３人、四街道市 １人 

東京都（江東区 ３人、渋谷区 １人、台東区 １人、江戸川区 １人 

中央区 １人、板橋区 １人、八王子区 １人、目黒区 １人）         

茨城県 １人、横芝光町 ２人、習志野市 １人 

茂原市 ３人、勝浦市 １人、市川市 １人、多古町 １人、埼玉県 １人             

計 ２８区市町 

 

１－４ 障害支援区分 

非該当 ３人、区分１ １人、区分２ １９人、区分３ ２５人 

区分４ １７人、区分５ １１人、区分６ １１人 

    平均障害程度区分 ３．４８ 

 

１－５ 入退去の状況 

    入居 ４名 

     病院より        ２名 

     施設より        １名 

     在宅より        １名 

 

    退去 １名 

     病院          １名 

      

２ ホーム別概要 

 
２－１ 野中ハイツⅠ 

（１） 利用者の年齢 

４５歳 １人、６５歳 １人、６６歳 １人、６７歳 １人、５８歳 １人 

平均年齢 ６０．２歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続 B 型施設 １人、 その他４人 
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（３） 出身地の状況 

旭市 ２人、銚子市 ２人、匝瑳市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分４ １人 区分２ １人、区分３ ３人 

 

２－２ 野中ハイツⅡ 

（１） 利用者の年齢 

    ５３歳 １人、６０歳 ２人、６２歳 １人 

    平均年齢 ５８．７歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労 B 型就労施設 １人 その他 ３人 

 

（３） 出身地の状況 

    旭市 ２人、銚子市 １人、匝瑳市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

    区分２ １人、区分３ ３人  

 

２－３ 若衆内ハウス 

（１） 利用者の年齢 

３１歳 １人、４３歳 １人、６８歳 ２人、６７歳 １人 

平均年齢 ５５.４歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    その他 ３人、就労継続Ｂ型施設 ２人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、東庄町 １人、茂原市 １人、銚子市 １人、東京都 １人 

 

（４） 障害支援区分 

非該当 １人、 区分２ １人、区分 ３ ３人 

  

２－４ 横大道ハウス 

（１） 利用者の年齢 

３８歳 １人、４６歳 １人、５１歳 １人、５５歳 １人、５９歳 １人 

６２歳 １人 

平均年齢 ５１．８歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続Ｂ型施設 ３人、生活介護施設 ３人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 ４人、銚子市 ２人 

 

（４） 障害支援区分 

区分４ ４人、区分５ ２人 
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２－５ 中川ハウス 

（１） 利用者の年齢 

４１歳 １人、４７歳 １人、６１歳 １人、６７歳 １人 

平均年齢 ５４歳 

 

（２） 日中活動の状況 

生活介護施設 ３人、その他 １人 

 

（３） 出身地の状況 

香取市 １人、匝瑳市 １人、山武市 １人、船橋市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分５ ２人、区分６ ２人 

 

２－６ 萩園ハウス 

（１） 利用者の年齢 

４１歳 １人、４２歳 １人、５２歳 １人、７０歳 １人 

平均年齢 ５１．２歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労 １人、生活介護施設 ２人、高齢者デイサービス １人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、千葉市 １人、銚子市 １人、四街道市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分４ ３人、区分５ １人 

 

２－７ 東足洗ハウス 

（１） 利用者の年齢 

４２歳 １人、５６歳 １人、６５歳 １人、７２歳 １人、４０歳 １人  

平均年齢 ５５歳 

 

（２） 日中活動の状況 

生活介護施設 ５人 

 

（３） 出身地の状況 

匝瑳市 １人、千葉市 １人、銚子市 １人、東金市 １人、旭市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分５ ３人、区分６ ２人 

 

２－８ 西足洗ハウス 

（１） 利用者の年齢 

５９歳 ２人、７８歳 １人 

平均年齢 ６５．３歳 

（２） 日中活動の状況 

その他 ３人  
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（３） 出身地の状況 

山武市 １人、銚子市 １人、船橋市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分２ １人、区分３ ２人 

 

２－９ 広原ハウス 

（１） 利用者の年齢 

４１歳 １人、６４歳 １人、６６歳 １人、６９歳 １人 

７０歳 １人、７３歳、１人 

平均年齢 ６３．８歳 

 

（２） 日中活動の状況 

 生活介護 １人、高齢者デイサービス １人、その他 ４人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、銚子市 ２人、市原市 １人、習志野市 １人、船橋市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分３ ３人、区分４ ２人 区分６ １人 

 

２－１０ 大割ハウス 

（１） 利用者の年齢 

４６歳 １人、６６歳 １人、７８歳 １人、８１歳 １人、８９歳 １人 

平均年齢７２歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続Ｂ型施設 １人、その他 ４人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、東京都 ３人、茨城県 １人 

 

（４） 障害支援区分 

非該当１人、 区分２ １人、区分３ ２人、区分４ １人 

 

２－１１ 対馬ハウス 

（１） 利用者の年齢 

２７歳 １人、５６歳 １人、６５歳 １人、８１歳 １人 

平均年齢 ５７．２歳 

 

（２） 日中活動の状況 

生活介護施設 ３人、高齢者デイサービス １人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 ３人、埼玉県 １人 

 

（４） 障害支援区分 

    区分５ １人、区分６ ２人、区分４ １人 
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２－１２ 下立ハウス 

（１） 利用者の年齢 

４７歳 １人、５９歳 １人、６９歳 １人、８７歳 １人、５０歳 １人 

平均年齢 ６２．４歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 １人、その他 ４人 

 

（３） 出身地の状況 

銚子市 １人、 香取市 １人、 千葉市 １人、 匝瑳市 １人 

横芝光町 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分３ ３人、 区分４ １人、区分６ １人 

  

２－１３ 生沼ハウス 

（１） 利用者の年齢 

    ６７歳 １人、２０歳 １人、５２歳 １人 

    平均年齢 ４６.３歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続 B 型施設 １人、その他 ２人 

     

（３） 出身地の状況 

    旭市 ３人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分２ １人 区分４ １人 区分３ １人 

  

２－１４ 矢指ハウス 

（１） 利用者の年齢 

    ４４歳 １人、５３歳 １人、５８歳  １人、６７歳 １人 

    平均年齢 ５５．５歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型 １人、生活介護施設 １人、その他 ２人 

 

（３） 出身地の状況 

    旭市 ２人、銚子市 １人、茂原市 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分４ １人、区分６ ３人 

 

２－１５ 小割ハウス 

（１） 利用者の年齢 

    ３１歳 １人 

    平均年齢 ３１．０歳 
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（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型（週１日午前中のみ） １人 

 

（３） 出身地の状況 

    銚子市 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分５ １人 

 

２－１６ 川間ハウス 

（１） 利用者の年齢 

    ６０歳 １人、６９歳 １人、７２歳 １人 

    平均年齢 ７０．３歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    その他 ３人 

 

（３） 出身地の状況 

    勝浦市 １人、市川市 １人、 東京都 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分２ ２人、区分３ １人 

 

２－１７ 折戸ハウスⅠ 

（１） 利用者の年齢 

    ５０歳 １人、５１歳 １人、６０歳 ２人、６８歳 １人、７２歳 １人 

    平均年齢 ６０．１歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 ２人、その他 ４人 

 

（３） 出身地の状況 

    多古町 １人、東京都 ２人、千葉市 １人、銚子市 １人、茂原市 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分１ １人 区分２ ３人 区分３ １人 非該当 １人 

 

２－１８ 折戸ハウスⅡ 

（１） 利用者の年齢 

    ３１歳 １人、４５歳 １人、６１歳 １人、６７歳 １人 

    平均年齢 ４８．６歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 ４人、その他 １人 

 

（３） 出身地の状況 

    旭市 ３人、匝瑳市 １人、 山武市 １人 
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（４） 障害支援区分  

区分２ ２人、区分３ ２人、区分４ １人 

２－１９ 仲才ハウス 

（１） 利用者年齢 

 ２４歳 １人、３２歳 １人、６１歳 ２人、６７歳 １人、６９歳 １人 

７４歳 １人、７５歳 １人、４０歳 １人 

 平均年齢５５．８ 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続 B 型施設 １人、生活介護 ２人、就労 １人、その他 ５人 

 

（３） 出勤地の状況 

東京都 ３人、横芝光町 １人、銚子市 １人、旭市 ２人、東庄町 １人 

成田市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分５ １人、区分３ １人、区分２ ６人、区分４ １人 

 

Ⅲ 支援の概要 

 
１ 日課等 

利用者個々の状況に合わせて、以下の支援の提供を関係者と協力しながら行った。 

（１）利用者に対する相談 

（２）食事の提供 

（３）健康管理・金銭管理の援助 

（４）余暇活動の支援 

（５）緊急時の対応 

（６）職場等との連絡・調整 

（７）財産管理等の日常生活に必要な援助 

（８）食事や入浴、排せつ等の介護等 

（９）体験利用 

 

２ 部門別報告 

２－１ 管理者・サービス管理責任者 

大規模事業所として、様々な対応を迅速に判断する必要があり、中間管理職の配置

をめざしていたが配置には至らなかった。また、マンパワーの確保については、前年

度より職員数４名減のため、業務の効率化も行ったが、職員の精神面・身体面の負担

は増える傾向があり、そのフォローに労力を使う機会が多かった。 

相談支援事業者と連携し、計画相談で作成されたサービス等利用計画と連動して、

個別支援計画を作成するように努めた。 

重症心身障害者、医療的ケアの必要な障害者、触法障害者の対応を継続して、関係

機関と協力し、多職種のチームアプローチで行っている。 

 

２－２ 世話人・生活支援員 

関係機関との連携を密にし、個別支援計画を基に利用者への支援方法を統一して

支援を行うように努めた。ケース会議には世話人・生活支援員にも参加を呼びかけ、

支援方法の共有や課題の解決策を検討した。法人外研修については、昨年度よりも
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多くの人が研修に参加することが出来た。来年度も引き続き勤務調整をするなどし

て参加の機会を作り、支援の質を高めたい。 

安全対策においては、夜間想定の津波避難訓練を実施し、最悪の状態で利用者・

世話人が安全に避難できる方法を検討した。 

常に利用者のニーズを把握するように支援を行った。個人記録等を通してサービ

ス管理責任者へ利用者の生活状況や個別支援計画の実施状況等を報告するように努

めた。 

医療的ケアに対応するため、対象となるホームの世話人は喀痰吸引研修の受講を

修了できた。 

 

２－３ 事務員 

    服装や言葉使いなど基本的な接遇について、必要に応じて確認や助言などを行う

とともに、法人内事務研修において、パソコンや規則等の基礎知識を学んだ。しか

し、外部の研修や事業に必要な研修へ１度しか参加できなかったため、スケジュー

ルの調整も含め、積極的に参加できるよう心掛けていく。 

利用者の金銭管理サービス提供希望者は年々増えており、今年度は５０名を超え、

金銭管理業務に含まれる銀行との取引もかなり増加している。そのため昨年度から

専任の職員を配置し、円滑且つ正確な金銭管理が行えるよう努めているところだが、

煩雑な手続きも認められるため、ネットバンキング等の導入など関係機関等と相談

しながらより円滑に業務が行えるよう考えていきたい。 

    建物や設備等の老朽化や生活環境の整備においては、若衆内ハウスの屋根外壁及

び浴室等の改修工事を行い、職員の身体への負担軽減対策として、矢指ハウスに移

動用介護リフトの導入を実施した。 

防災関係では、改正消防法令に伴い新規開設した川間ハウスと六項（ロ）に該当

する横大道ハウスに自動火災報知設備・火災通報装置設備を整備した。また、同様

の設備について、既に設置完了しているが、通報システムが連動式ではなかったホ

ームについても、万が一の際には自動で消防署へ火災通報が行われるようにシステ

ムの切替工事を完了させた。 

さらに、昨年度に引き続き、スプリンクラー設備の設置義務基準要件に伴い、千

葉県障害者グループホーム整備費補助金（スプリンクラー設備整備）を受け、萩園

ハウス、東足洗ハウス、矢指ハウスに、パッケージ型のスプリンクラー設備を整備

した。 

次年度以降は、社会福祉法人の制度改革に加え、事業の報酬改定も行われるため、

職員の労務管理、経理処理、その他庶務において、健全かつ安定した運営が行える

よう、事務職員間での報告、連絡、相談の徹底に努め、迅速かつ正確な業務の遂行

に努めていきたい。 

 
２－４ 野中ハイツⅠ 

     高齢者の割合が増えてきており、訪問看護ステーション・ソフィアとの医療連

携体制や旭中央病院の訪問看護を利用し、病状の変化に対応できる体制を整えた。 

月に一度利用者とのミーティングを行い、利用者が行きたい場所を決め、外食

や外出する機会を全員が楽しみにしている。また、毎週水曜日の買い物（食品 日

用品）や一泊旅行も継続して行った。 

 

２－５ 野中ハイツⅡ 

     一人一人個性があり、グループホームでのトラブルも多いが、一つ一つ向かい

合い納得できるように支援を行なった。 
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     利用者ミーティングを継続し、利用者が考えている不安や不満のはけ口、受け

皿になっている。 

     服薬管理の必要な利用者２名については、引き続き支援を行なっているが、自

己管理には至っていない。 

 

２－６ 若衆内ハウス 

     建物老朽化による屋根外壁等改修工事を行った。屋根、外壁、玄関ドア、トイ

レ増設、階段張替えを行い、利用者が気持ちよく生活出来る住居になった。 

     日中活動として、ディケアや就労継続 B 型事業所を利用して生活している。 

     毎月一度の利用者ミーティングを行い、利用者の行きたい場所を決め、外食や

外出する機会をもち、生活の楽しみを感じることが出来ている。 

     地域活動の一環として、町内会の溝掃除を地域住民と一緒に利用者と職員が行

った。 

 

２－７ 横大道ハウス 

     町内会への参加や近隣住民への挨拶等、地域交流は継続して行った。 

     土日の余暇活動について、一人で買い物に出かける事が難しくなっている利用

者が二名おり、移動支援のヘルパーを利用している。 

     利用者１名については、ほぼ毎日夕方に外出をしており、本人には事故等がな

いよう注意喚起を行い見守った。 

     防災設備工事として自動火災報知設備と火災通報装置の設置を行なった。 

 

２－８ 中川ハウス 

    重度の知的障害者を持たれた方が入居しており、複数の支援者や事業者が関わ

っているため、毎日のミーティングや日中活動先との連絡会において情報共有し、

支援を行った。 

     加齢により転倒を繰り返す利用者がおり、転倒を減らす方法を考える一年であ

った。行動障害のある利用者の義歯が壊れてしまい、佐原県立病院の特殊歯科や

関係機関と連携し、治療する事が出来た。 

 

２－９ 萩園ハウス 

     週末は移動支援のヘルパーを活用し、プール教室や買い物、散歩など個別の関

わりを大切にしている。これまで築いてきた地域との信頼関係を大切にし、地域

のイベントにも積極的に参加した。 

     食材宅配サービスだけではなく、状況によっては利用者の希望に合わせた献立

を提供することができた。 

     複数の世話人が交替で支援をしている為、月１回のミーティングを行い支援の

確認を行った。 

     ハウスの老朽化の為、修繕を行なった。防災設備工事としてスプリンクラーの

整備を行った。 

来年度は高齢の利用者もいる為、バランスの良い食事や運動を心がけていきた

い。 

 

２－１０ 東足洗ハウス 

     聖家族園より１０月に、１名の利用者が入居した。 

     現在、５名の利用者全員が他法人の生活介護事業所を利用しており、密に連絡

をとりあいながら支援を行った。 

     利用者の希望で、商工会主催のイルミネーションを見に行く事が出来た。 
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日々のバイタルチェックや、医療機関や日中活動先と連携して、日々の健康状

態の確認を継続して行った。 

今年度も地域のイベントへの参加等、地域との交流は継続して行っており、来

年度も継続して支援していきたい。 

防災設備工事としてスプリンクラーの整備を行った。 

 

２－１１ 西足洗ハウス 

     近隣住民との関係は利用者自身で挨拶や日常的な会話を積極的に行えており、

良好である。利用者１名の希望により１１月より事業所内他ホームへ転居し、現

在は３名の利用者の利用となっている。 

対人面での課題もあり、状況を確認し本人と解決をしている。月１回の食事会・

外出を継続して行った。 

     今年度はハウス内の旅行の実施ができなかったが来年度は旅行へ行きたいと希

望がでているため、計画していきたい。 

     高齢化により認知機能の低下がみられる利用者がいるため、今後本人の状態に

合わせた支援を注意して行っていきたい。また、階段の多い住居の為、転倒・転

落防止に継続的に努めていきたい。 

 

２－１２ 広原ハウス 

     利用者一名が関係機関と連携して支援を行っていたが、精神状態が安定せず、

他利用者への他害行為を行ってしまい医療保護入院となってしまった事があった。

退院後は支援体制の見直しを行い、関係機関との連携しながら支援にあったった。 

利用者の希望で東京へ日帰り旅行をした。ハウス内で月一回食事外出や季節に

応じた外出を行った。来年度も継続して外出や旅行等の企画を実施していきたい。 

 

２－１３ 大割ハウス 

     今年度も計画通り、福島県に一泊で旅行へ行く事ができた。月１回の食事会も

継続して行った。高齢化により今までは本人のみで行っていた事も、職員が介入

し一つ一つ確認しながら行った。事業所内で最高齢の利用者もいるが、日中活動

も含め、楽しい生活が送れるよう支援していきたい。 

 

２－１４ 対馬ハウス 

日中活動先・通院先が利用者ごとに複数あり、連絡調整について不備がないよ

うに支援を行った。利用者の些細な変化に注意し、その対応方法を関係機関と連

携して調整対応した。身体障害のある利用者のＡＤＬが著しく低下傾向のため転

倒防止に注意をしていきたい。 

 

２－１５ 下立ハウス 

     措置入院となっていた利用者一名は退院後、様々な問題を解決するために事業

所内の他ホームへ転居した。 

海上寮療養所から退院した一名が新たに入居し、関係機関と連携して対応を継

続している。 

利用者二名の血圧が高く、毎日の血圧測定、定期的な内科受診を行なっている。

月一回の食事会、平日の買い物支援等、利用者が外出する機会を継続して行なっ

た。 
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２－１６ 生沼ハウス 

     ３名定員の女性のグループホーム。街中にあるグループホームということを生

かしてデパートやコンビニなどへ買い物に行くなどして生活している。 

     今年度より５０代の利用者１名が新たに入居となった。 

      

 

２－１７ 矢指ハウス 

     利用者・介助者の負担軽減の為、居室の一室に移動用リフトの設置を行った。 

利用者の年齢の変化により、身体能力や認知機能の低下がみられており、利用者

の状態に合わせた支援を行っていけるよう、支援者同士、関係機関と連携して支

援を行った。 

     火災対策として、防災設備のスプリンクラーを整備した。 

                 

２－１８ 小割ハウス 

     週１回午前中に就労継続支援Ｂ型事業所へ通っているが、目的意識の希薄化に

より、通所できなくなってしまう事があった。日中活動先へ通う目的の再設定を

行う事により、現在は毎週通えるようになっている。 

ハウス内では精神的には安定しつつあるが、生活リズムの安定には至っていな

い。また、外出時等には、予定外の事象で精神的に不安定になってしまう為、毎

月の外出については２人体制での支援を継続している。 

毎月のケース会議を主治医・家族・関係機関と行い、情報共有と対応方法の確

認を行った。 

 

２－１９ 川間ハウス 

ハウスの老朽化に伴い、５月に移転した。利用者３名での生活が一年たち、新

しい地域にも馴染めてきている。近隣の病院やお店を利用している。利用者の日

中活動先として海上寮療養所ディケアも休まず参加した。週一回の訪問看護ステ

ーション・ソフィアの訪問看護も利用し、病状の変化に対応できる体制も整って

いる。月一回のミーティングで決める食事会も全員の楽しみとなっている。 

防災設備工事として自動火災報知設備と火災通報装置の設置を行なった。 

     

２－２０ 折戸ハウスⅠ 

利用者の一人が、隣人の生活音に対して陰性感情を持ち、トラブルに発展する

事があった為、本人との話し合いを行い居室の変更を行った。対人関係に関する

支援が必要な利用者が多い為、今後も重点的に支援を継続して行っていきたい。 

 また、利用者の一名が背骨の神経圧迫により、歩行が以前に比べて困難になる

事があった。今後利用者の高齢化により、心身の状態の変化が予測される為、注

視していく必要がある。 

関係機関との連携をとりながらの支援については、今後も継続して行っていき

たい。 

           

２－２１ 折戸ハウスⅡ 

利用者１名が他ハウスより転居し、現在５名の利用者が生活されている。また、

利用者一名が高齢化により体力低下している為、居室の移動をした。 

ワンルームタイプの部屋を１人で利用するという特性上、利用者が生活上の悩

みを一人で抱え込みやすくなってしまう為、利用者と対話する機会を増やし、本

人が悩みを解決できるような環境作りを継続して行った。 

利用者同士で集まるミーティングを行い、生活上で困っている事や、外出先の
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検討等を自分達で考える機会を作って対応した。 

                  

２－２２ 仲才ハウス 

     近隣との関係性を大切にし、防災訓練時には挨拶回りを行い、信頼関係を築く

ように努めた。利用者主体のミーティングや誕生会を行うことが出来た。 

利用者の希望により、買い物、床屋などの付き添い支援を行なった。誕生会な

ど２ヶ月に一回、希望食として刺し身を多く提供した。 

アパートの２ＤＫ居室を二人で使用し一年が経過したが、生活も落ち着き自分

なりの暮らしが出来ている。来年度も一人一人のニーズに合わせた支援を関係者

共々考え、実行に努めていきたい。 

     ハウス担当職員と世話人との連携を図るミーティングを実施できず、訪問時に

個々の世話人と話す対応のみとなってしまったため、来年度は実施していきたい。 

 

Ⅳ 運営管理の概要 
 

１ 会議、委員会  

 毎月１回、下記の会議、委員会を行った。 

 ・経営会議 

 ・施設・事業所長会議 

 ・法人グループホーム運営会議 

・世話人会議 

・各グループホームミーティング 

・海上寮地域生活支援連絡会（隔週金曜日） 

・旭中央病院連絡会 

・地域生活支援連絡会 

・総合安全対策委員会 

・海匝世話人会議 

・海匝設置者会（年２回） 

・あい支援センター連絡会 

・聖家族作業所連絡会 

・その他、必要に応じて、ケース会議、調整会議を行う 

 

２ 地域との連携（交流） 

２－１ 行事 

 

地域住民との連携については、野中地区の行事参加やもちつき大会において黒潮会の

協力を頂くなど、交流の機会を継続的にもっている。 

 

 萩園ハウス  町内会活動（祭り・津波避難訓練・海岸清掃等） 

 若衆内ハウス 町内会活動（町内清掃・区民会館清掃等） 

 横大道ハウス 町内会活動（町内清掃等） 

 野中ハイツⅠ 町内会活動（町内清掃等） 

野中ハイツⅡ 町内会活動（町内清掃等） 

下立ハウス  町内会活動（町内清掃等） 

対馬ハウス  町内会活動（町内清掃等） 

大割ハウス  町内会活動（町内清掃等） 

矢指ハウス  町内会活動（町内清掃等） 
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折戸ハウスⅠ 町内会活動（町内清掃等） 

折戸ハウスⅡ 町内会活動（町内清掃等） 

    

２－２ ボランティア 

  

黒潮会      ３名 もちつき 

 城西国際大学   ３名 もちつき 

          ３名 ロザリオ福祉祭り 

 千葉科学大学   ２名 もちつき 

有志ボランティア ２名 ロザリオ福祉祭り 

 伊藤工務店    ６名 夕涼み会 

 

２－３ 見学者 

２９． ５. １ 聖マリアディサービスセンター 入居希望者 

    ５.１９ 京友会病院 入居希望者 

    ６. ５ 聖路加国際病院研修医 

６. ７ 若葉学園  入居希望者 

    ６.１９ 聖路加国際病院研修医 

    ６.２６ 聖路加国際病院研修医 

７.１０ 入居希望者 

７.１３ 知的障害者相談員 

    ８.１６ 入居希望者 

    ８.２１ 聖路加国際病院研修医 

８.２３ 海上寮療養所 入居希望者 

８.２８ 聖路加国際病院研修医 

９. ４ 聖路加国際病院研修医 

９.１１ 東京大学教育学部学生 

９.１１ 聖路加国際病院研修医 

   １０. ２ 聖路加国際病院研修医 

１０. ３ 香取障害者支援センター 入居希望者 

   １０.１１ 城西国際大学実習生 

   １０.２３ 聖路加国際病院研修医 

１０.３０ 聖路加国際病院研修医 

１１. ６ 聖路加国際病院研修医 

１１.２７ 聖路加国際病院研修医 

１２. ４ 聖路加国際病院研修医 

１２. ７ 海上寮療養所 入居希望者 

１２.１１ 聖路加国際病院研修医 

１２.１８ 聖路加国際病院研修医 

１２.２８ 京友会病院 入居希望者 

３０． １. ５ 入居希望者 

    １. ８ 聖路加国際病院研修医 

１.１９ 国保旭中央病院 入居希望者 

    １.２５ 入居希望者 

    １.２９ 入居希望者 

    ２. ５ 聖路加国際病院研修医 

２.１５ 入居希望者 

２.１９ 聖路加国際病院研修医 
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３. ６ 入居希望者 

３. ８ 東総就業センター 入居希望者 

３． ９ 東京都すずらんハウス職員３０名 

その他、相談事業所、病院関係者、グループホーム利用希望者等に対して、随時見学案

内を行った。 

 

 

 

２－４ 実習生 

 ２９．１０.  ２～１０．１９ １０．３０～１１．１５    城西国際大学 ２名 

 ２９．１１. １５～１１．１７              横芝敬愛高等学校 １名 

 ３０.  ３．２６～ ３．２９                岡山県美作大学 ５名 

 

３ 防災、緊急時の対策 

 
３－１ 総合安全対策委員会 

 

毎月の重点項目について、世話人会議・各ハウスミーティング等で、委員会から配布さ

れた資料を配布するなどして周知を行った。 

各グループホームでの避難訓練について、世話人会議にて事前に机上訓練を行い、防災

訓練後に各ハウスミーティング等にて反省を行った。 

インフルエンザや車両事故等について必要に応じて各ハウスへの注意喚起を行った。 

非常時緊急連絡網について、随時更新を行い、９月には連絡訓練を行った。 

 

３－２ 防災訓練・防災対策 

２９． ６．１５・１６  全グループホーム防災訓練 

２９． ９． ６     合同防災訓練 

２９． ９．２６・２８  消防設備点検 

３０． ３． ７・９   消防設備点検 

３０． ３．１３・１４・１５・１６ 全グループホーム防災訓練 

 

４ 福祉サービスの向上 

 
福祉サービス共通基準の自己評価を全職員が実施し、結果を世話人会議にて報告した。 

福祉サービス共通基準の評価においては全てＡ評価であったが、「喫食環境で定期的に検

討を行い必要に応じて改善を図る」の項目等、利用者や職員への周知が十分でない項目が

いくつかあった。 

 

５ 権利擁護 

 
 虐待防止委員会を継続的に運営し、ヒヤリハットや事故報告書の内容を確認し、再発の

防止に努めた。世話人会議において、虐待防止法のパンフレットを確認し、虐待防止の意

識を高めた。小遣いの管理方法を見直し、不祥事を未然に防ぐ取り組みを行った。 
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６ 苦情解決 

 
 苦情受付・解決件数２件 

折戸ハウスⅡ 近隣住民とのトラブルについて １件 

世話人    社用車の使用について     １件 

 

７ 情報公開 

 
ホームページの開設を行い、随時更新を行った。  

 

８ 職員の動向 

８－１ 職員の異動 

   ２９． ４ 渡辺 喜美枝退職 

   ２９． ５ 宮内 美恵子退職 

   ２９． ６ 野村 昂司採用 

   ２９． ８ 飯島 清退職 

   ３０． １ 伊藤 慎吾採用 

   ３０． １ 野村 昂司退職 

   ３０． ２ 伊藤 慎吾退職 

   ３０． ３ 山中 高子退職 

   ３０． ３ 大木 明美退職 

   ３０． ３ 渡邉 みさ子退職 

 

８－２ 休暇等の状況 

 人数 年間発生日数 取得日数 平均取得

日数 

取得率（％） 

常勤職員 ９ １５９．０ ７５．４ ８．４ ４７．４％ 

（昨年度） （８） （１２１．９） （６６．６） （８．３） （５４．６％） 

非常勤職員 ３１ ４６７．０ ４４０．５ １４．２ ９４．３％ 

（昨年度） （３３） （４４０．０） （３９０．２） （１１．８） （８８．７％） 

合計 ４０ ６２６．０ ５１５．９ １２．９ ８２．４％ 

昨年度 （４１） （５６１．９） （４５６．８） （１１．１） （８１．３％） 

  

平成２９年度は、各項目において前年度から増加がみられ、中でも非常勤職員の有給休

暇取得率は前年度から５．６％増となる９４．３％と、高い水準で推移する結果となった。 

常勤職員については取得率が７．２％減の４７．４％に留まり、ロザリオの聖母会次世

代育成支援行動計画で目標としている取得率５０％以上を下回る結果であったが、平成３

０年度から職員が増員となるため、業務負担の緩和による休暇取得率の推進にもつなげて

いきたい。 

 

８－３ 衛生管理 

   全職員を対象にＯ－１５７の保菌検査及びインフルエンザの予防接種を行った。これら

のことについては次年度以降も継続して実施していきたい。 

    

 

 



 26 

８－４ 研修 

２９． ４．２１ 新人・新任職員のための接遇マナー研修（前期） 

６． ３ 交通安全講習会 

６． ４ 平成２９年度一般社団法人東総権利擁護ネットワーク勉強会 

６． ７～８ 省令第三号・喀痰吸引等基本研修 

６．２０ 第１回認知症多職種事例検討会 

７．２１ 救命講習会 

７．２２～２３ 第１４回日本グループホーム学会全国大会 in 仙台 

８．１７～１８ 平成２９年度千葉県相談支援従事者初任者研修 

９．１６ 第３１回千葉県障害者グループホーム講座 

   １１． １ 平成２９年度千葉県サービス管理責任者研修 

   １１．２８ 第５２回世話人の集まり     

   １２． ９ 障害者週間行事 

   １２．１９～２０ 千葉県サービス管理責任者研修 

３０． １．１０・３０ 平成２９年度障害者グループホーム等従事職員研修   

 

９ 補助金 

千葉県障害者グループホーム整備費補助金（スプリンクラー設備整備） 

 萩園ハウス                       ２，１５８，０００円 

 東足洗ハウス                      ２，９０８，０００円 

 矢指ハウス                       ２，７６６，０００円 

東京都共同生活援助加算（江東区）             １，０４４，７４０円 

東京都共同生活援助加算（渋谷区）               ５３６，５５０円 

東京都共同生活援助加算（目黒区）               ３７５，９５０円 

障害者グループホーム運営費補助金（１７市町）      １０，４９７，９５０円 

  

１０ 自立支援給付費収入額 

訓練等給付費収入                   １８９，８７３，３７８円 

利用者負担金収入                        ４１，１１２円 

特定障害者特別給付費                  １０，１４５，２７６円 

 合計                         ２００，０５９，７６６円 

 

１１ 寄附物品（敬称略） 

 寄附者 寄附内容 

１ 石橋 啓子 米（３０ｋｇ） 

２ 加瀬 ハルミ 米（２０ｋｇ） 

３ 根本 富美子 米（３０ｋｇ） 

 

Ⅴ 資料 

 
別紙１ 職種別職員一覧表（平成３０年３月３１日現在の職員数） 

別紙２ 組織図（平成３０年３月３１日現在の組織図） 


